
垂井バレーボールスポーツ少年団

垂井バレーは、絆・ベストを尽くせ！をモットーに
日々、指導者のもとで子どもたちが元気いっぱいに活動
しています。バレーボールを通じて、体力向上、仲間作
り、上達の喜びや悔しさを学んでいます。一つのボール
をみんなで繋ぐとても楽しいスポーツです。指導者・
保護者も一丸となって子どもたちをサポートしていま
す。なにか始めたい子、友だちを作りたい子、まずはお
気軽に遊びに来てください。

問 スポーツ少年団本部事務局（生涯学習課内）　☎22-1154

ガンバレ
！

スポ少

▶練習日／
（小学生）火曜日・水曜日・金曜日
　　　　　　　　午後５時30分～７時30分
（中学生）火曜日　午後７時30分～９時30分
　　　　木曜日　午後６時30分～９時
　　　　金曜日　午後７時30分～９時30分
▶場　所／垂井小学校体育館　ほか
▶団員数／35人（小学生～中学生）
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垂井から全国の舞台へ

第34回全国小学生バドミントン選手権大会（広島県）

垂井JSC所属
右から
松岡杏果さん（岩手小６年）
原空佑さん（岩手小５年）
杉本達哉さん（東小３年）

不破地区地域安全運動
ポスターコンクール入賞者
地域安全指導員防犯功労者を表彰

10/27

全国地域安全運動の一環として行われた地域安全に関す
るポスターコンクール（小学生）の応募作品100点の中か
ら選ばれた入賞者10人と、永年にわたり地域安全運動に
貢献された地域安全指導員４人が表彰されました。受賞
者には表彰状が授与され「僕やみんなの絵を見て詐欺に
あう人が少しでも減るといいです」など、運動や作品へ
の思いを語り、喜びの表情を見せていました。

VRやAIを使って「水害への備え」を学ぶ
「水害から大切な命を守る！」防災講座11/5

不破中学校３年生の生徒たちが、一般社団法人中部地域
づくり協会による防災講座を受講しました。VRによる浸
水疑似体験や、AIの語り部から伊勢湾台風の体験談を聞
くなど、水害の怖さや備えについて学習しました。
参加した生徒は「大雨や浸水被害にあったときは、どんな
行動をとるべきか、危険箇所や避難経路などをあらかじ
め確認しておきたい」と話し、災害に対する備えの大切さ
を再認識しました。

町防災訓練を実施10/19

近年、自然災害は頻発化・激甚化しています。災害時に
適切な避難行動や防災対策につなげることを目的に、合
原小学校で町防災訓練を実施しました。
住民をはじめ、警察や消防などの公的機関や、協定締結団
体など約650人が参加。避難所設置訓練や特設公衆電話の
体験といった住民参加型訓練のほか、災害ボランティアセ
ンター設置や大型ドローンによる物資投下など関係団体の
協力による訓練を行いました。
「自らの命は自らが守る」を基本に、住民と行政が一体と
なり、防災意識の向上に取り組みましょう。

垂井町展一般の部を表彰11/2

垂井町展一般の部を10月25日から11月2日まで開催し、多くの
人が鑑賞に訪れました。審査員による講評会では、熱心に質問
する制作者の姿もみられ、審査員から「全体的に熟練を感じる作
品が多く、今後も個性の発露を目指して制作を続けてくださ
い」と講評をいただきました。一般公募作品71点から次のみな
さんが受賞されました。（敬称略）

県安全・安心まちづくり県民大会
県警察本部長・（公財）県防犯協会理事長
連名表彰受賞を報告

10/21

特定非営利活動法人こども見守り隊の代表である渡邊直
文さんが、県安全・安心まちづくり県民大会で県警察本
部長・（公財）県防犯協会理事長連名表彰を受賞。早野町
長に受賞を報告しました。
渡邊さんは、こども見守り隊の代表として長年にわた
り、地域の安全・安心に尽力。その功績が認められ、受
賞されました。
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